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（3）　広報とみおか

　

町
内
の
放
射
線
量
の
情
報
を
収
集
・
精
査

し
、
除
染
に
よ
る
効
果
の
分
析
・
検
証
を
行
う

町
除
染
検
証
委
員
会
が
10
月
13
日
、
町
内
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
回
目
と
な
っ
た
今
回
は
、
委
員
の
皆
さ

ん
が
町
内
を
視
察
。
帰
還
困
難
区
域
と
居
住
制

限
区
域
の
境
界
や
復
興
拠
点
と
な
る
曲
田
地
区

で
、
線
量
計
を
使
用
し
な
が
ら
放
射
線
量
の
実

態
を
把
握
し
ま
し
た
。

　

視
察
後
、
町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
委

員
会
で
宮
本
町
長
は「
町
民
が
希
望
を
持
っ
て

ふ
る
さ
と
富
岡
に
戻
り
た
い
と
思
え
る
よ
う
な

町
に
す
る
た
め
、
復
興
拠
点
を
中
心
と
し
た
線

量
、
そ
の
経
過
な
ど
に
つ
い
て
現
場
の
実
態
や

特
徴
を
踏
ま
え
て
慎
重
に
審
議
し
て
い
た
だ
き

た
い
」と
挨
拶
。
出
席
し
た
委
員
や
環
境
省
職
員

ら
約
30
人
と
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
町
が
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

や
そ
の
進
捗
状
況
を
説
明
す
る
と
と
も

に
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
質
問
に

お
答
え
し
、
ご
意
見
等
を
い
た
だ
く
富

岡
町
町
政
懇
談
会
が
、
県
内
外
８
会
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
15
日
の
宮
城
県
仙
台
市
か
ら
11

月
４
日
の
千
葉
県
松
戸
市
ま
で
、
１
都

６
県
で
開
催
。
事
前
に
配
布
し
た
説
明

資
料
を
も
と
に
町
か
ら
説
明
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
後
、
参
加
さ
れ
た
町
民
の

皆
さ
ん
か
ら
の
質
疑
に
お
答
え
し
ま
し

た
。

　

ま
た
今
回
か
ら
、
町
民
の
皆
さ
ん
そ

れ
ぞ
れ
が
知
り
た
い
情
報
を
各
担
当
職

員
に
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
る
個
別
相

談
の
場
を
設
け
、
よ
り
充
実
し
た
意
見

交
換
の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
の
説
明
や
質
疑
の
内
容
は

後
日
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
に
掲
載
い
た
し
ま
す
の

で
、
広
報
と
み
お
か
10
月
号
に
同
封
し

た「
町
政
懇
談
会
説
明
資
料
」と
共
に
ご

覧
く
だ
さ
い
。

町
内
の
実
態
・
特
徴
を
踏
ま
え
た
審
議
を

除
染
検
証
委
員
会
が
町
内
を
視
察　
　

町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
町
政
に
反
映
す
る
た
め
に

平
成
27
年
度 

富
岡
町
町
政
懇
談
会
を
開
催

第２回委員会の様子区域の境界で線量を測定する委員ら

懇談会終了後、町民からの個別相談に応じる宮本町長 復旧・復興の進捗状況について説明（郡山会場）

ガ
ン
マ
線
可
視
化
カ
メ
ラ
を
使
用
し
た
線
量
調
査

広報とみおか　（2）

町 
民 

の 

皆 

様 

へ

富
岡
町
長　

宮
本　

皓
一

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
町
の

復
旧
・
復
興
に
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
わ

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
富
岡
町
合
併
60
周
年

の
年
で
あ
り
、
町
民
の
皆
様
の
ご
協
力

の
も
と
、
去
る
７
月
25
日
に
記
念
式
典

を
挙
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
節
目
の
年
を
町
民
の
皆
様
と
一
緒
に

お
祝
い
し
た
い
と
思
い
、
さ
さ
や
か
で

は
あ
り
ま
す
が
記
念
の
品
を
お
配
り
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

さ
て
、
皆
様
ご
存
知
の
と
お
り
、
我

が
町
は
本
年
６
月
に「
富
岡
町
復
興
計

画（
第
２
次
）」を
、
９
月
に
は
曲
田
・

岡
内
地
区
及
び
役
場
周
辺
を
町
の
再

生
・
復
興
の
先
駆
け
と
し
て
整
備
す
る

実
施
計
画（
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）を
策

定
し
、
早
け
れ
ば
平
成
29
年
４
月
の
帰

還
を
目
指
し
て
、
各
事
業
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
10
月
１
日
に
は
役

場
機
能
の
一
部
を
町
内
で
再
開
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
部
と
は
い

え
、
古
里
に
お
い
て
役
場
の
業
務
を
執

り
行
え
る
こ
と
は
、
非
常
に
感
慨
深
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
同
日
、
双
葉

警
察
署
の
一
部
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

古
里
の
治
安
維
持
と
安
全
・
安
心
の
確

保
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
し
て
、

大
変
喜
ば
し
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。
加

え
て
、
同
５
日
に
は
、
双
葉
警
察
署
南

の
国
道
６
号
沿
い
に
交
流
サ
ロ
ン
を
開

所
い
た
し
ま
し
た
。
一
時
帰
宅
さ
れ
る

町
民
の
皆
様
が
、
休
憩
や
交
流
を
深
め

る
場
と
し
て
、
気
軽
に
ご
利
用
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
８
月
に
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
に
位
置
付
け
ら
れ

た
廃
炉
国
際
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー「
国

際
共
同
研
究
棟
」の
王
塚
地
区
へ
の
設

置
が
、
正
式
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
長
期
に
わ
た
る
廃
炉

等
に
係
る
研
究
開
発
を
国
内
外
の
様
々

な
研
究
機
関
や
学
術
機
関
と
連
携
し
て

進
め
る
ほ
か
、
人
材
育
成
の
強
化
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
実
践
な
ど
、
ま
さ
に「
国
内

外
の
英
知
を
結
集
す
る
場
」と
し
て
幅

広
い
活
用
が
期
待
さ
れ
る
だ
け
で
な

く
、
雇
用
の
確
保
や
交
流
が
盛
ん
な
に

ぎ
わ
い
の
形
成
等
に
も
繋
が
る
な
ど
、

本
町
の
み
な
ら
ず
双
葉
郡
の
復
興
を
大

き
く
後
押
し
す
る
も
の
と
確
信
し
て
お

り
ま
す
。

　

我
が
町
は
現
在
、
復
旧
・
復
興
に
向

け
て
重
要
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
今
後
も
災
害
公
営
住
宅
や

仮
設
の
診
療
所
、
商
業
施
設
等
の
整
備

な
ど
、
様
々
な
復
興
事
業
が
動
き
出
し

ま
す
。
古
里
を
着
実
に
再
生
・
復
興
さ

せ
る
と
と
も
に
、
富
岡
町
に
関
わ
る
全

て
の
方
々
が「
住
ん
で
み
た
い
」と
思
わ
れ
る

よ
う
な
町
に
す
る
た
め
、
関
係
機
関
と
の
連

携
を
密
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
る
覚
悟

で
あ
り
ま
す
。

　

避
難
先
で
の
生
活
も
間
も
な
く
４
年
８
ヵ

月
と
な
り
ま
す
が
、
皆
様
、
体
調
な
ど
崩
さ

れ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
多
く
の
町
民
の

皆
様
が
希
望
に
あ
ふ
れ
た
豊
か
な
生
活
を
取

り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、
動
き

出
し
た
我
が
町
の
復
興
を
町
民
の
皆
様
の
目

に
見
え
る
形
で
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

復
興
を
加
速
化
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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富岡ショッピング
プラザTom-とむ

田中（名）富岡SS

とみおか整形外科
クリニック

アトム寿し

双葉警察署

移転先

6

町
民
の
絆
を
つ
な
ぐ

「
富
岡
町
交
流
サ
ロ
ン
」 

町
内
に
開
所

　

こ
れ
ま
で
防
護
服
の
配
布
や
線

量
計
の
貸
出
業
務
等
を
行
っ
て
い

た
富
岡
町
役
場
連
絡
所（
下
郡
山

集
会
所
）が
、
町
内
の
復
興
拠
点

と
な
る
地
区
に
移
転
し「
富
岡
町

交
流
サ
ロ
ン
」と
し
て
開
所
し
ま

し
た
。

　

10
月
５
日
に
開
所
式
が
行
わ

れ
、
宮
本
町
長
が「
富
岡
町
交
流

サ
ロ
ン
を
積
極
的
に
利
用
し
、
震

災
前
と
同
じ
よ
う
な
町
民
同
士
の

絆
を
つ
な
ぎ
、
守
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
」と
挨
拶
。

こ
の
交
流
サ
ロ
ン
が
多
く
の
町
民

の
方
々
に
と
っ
て
、
富
岡
の
思
い

出
や
こ
れ
か
ら
の
富
岡
に
つ
い
て

語
り
合
う
場
所
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
ま
し
た
。

　

当
サ
ロ
ン
は
年
中
無
休
で
、
業

務
委
託
を
し
て
い
る
ふ
た
ば
商
工

（
株
）の
ス
タ
ッ
フ
２
名
が
常
駐
し

て
い
ま
す
。

開所のテープカットを行う関係者ら

休憩スペース　奥には畳コーナーも

富岡町交流サロンでできること

○一時帰宅などをした際の休憩や待ち合わせ

○防護服やねずみ取りシートなどの配布

○線量計の貸出

○復旧・復興状況や安全確保のための情報提供　など

〈住　　所〉富岡町中央２丁目69番地１

〈開所時間〉午前９時～午後３時（年中無休）

問 生活支援課 避難生活支援係

ウォーターサーバー、
水洗トイレも完備

広報とみおか　（4）

町
の
復
旧
・
復
興
を
さ
ら
に
加
速
化

富
岡
町
役
場 

復
旧
課
・
復
興
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　
　

 

町
内
で
業
務
再
開

　

富
岡
町
役
場
復
旧
課
並
び
に
復

興
推
進
課
が
、
こ
れ
ま
で
の
双
葉

地
方
水
道
企
業
団（
楢
葉
町
）か
ら

富
岡
町
役
場
本
庁
舎
隣
の
保
健
セ

ン
タ
ー
内
に
事
務
所
を
移
転
し
、

10
月
1
日
よ
り
役
場
機
能
の
一
部

が
町
内
で
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
よ

り
現
場
に
近
い
場
所
で
業
務
を
行

う
こ
と
で
、
町
の
復
旧
・
復
興
を

さ
ら
に
加
速
化
し
ま
す
。

　

同
日
、
開
所
式
が
行
わ
れ
、
宮

本
町
長
が「
我
が
町
は
復
興
に
向

け
て
着
実
に
動
き
出
し
て
い
ま

す
。
一
人
で
も
多
く
の
町
民
が
、

希
望
を
持
っ
て
ふ
る
さ
と
富
岡
に

戻
っ
て
来
た
い
と
思
え
る
よ
う
な

町
に
す
る
た
め
、
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
」と
挨
拶
し
、

ふ
る
さ
と
再
生
へ
の
決
意
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

開所を祝う除幕

執務室の様子

主　な　業　務　内　容

復 興 推 進 課 復 旧 課

〈復興調整係〉 〈除染対策係〉 〈管理係〉 〈復旧係〉

・環境省との調整
・都市公園の管理
・建築確認申請
・屋外広告物
・その他町内の復旧復興
事業の総合調整

・除染に関すること
・仮置き場
・家屋解体
・家庭ごみ・粗大ごみ
・墓地に関すること
　（埋火葬は住民課）

・土木施設の維持管理
・用地事務
・道路占用許可
・法定外公共物使用許可

・災害復旧事業
・下水道事業
・浄化槽
・町有施設の建築営繕

環境省福島環境再生事務所富岡町相談所　開設
　町復旧課と復興推進課の業務開始に伴い、保健セン
ター内に、町民からの除染に関する問合わせ等に迅速
かつ効果的に対応するため「環境省福島環境再生事務
所富岡町相談所」が開設されました。除染は、町の復
旧・復興の大前提となるため、町民のさらなる安心の
確保につながるものと期待されます。

【相談受付日】　月曜日～金曜日（土・日・祝日除く）
【 受 付 時 間 】　８：30～17：00
　　　　　　　　（月曜日９：30～17：00、金曜日８：30～16：00）
【受付相談内容】　富岡町の除染、廃棄物及び家屋解体に関する事項
【 電 話 番 号 】　０２４０－２５－８２３６

相談所入口
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

現時点では判断できない

既に当選または
入居が決定している
（入居している）

入居の申し込み中であるが、
まだ当選していない
今後、入居申し込みしたい 入居を希望しない 無回答

7.8 6.4 16.9 62.4

3.7 3.4 17.1 73.7

4.2 4.0 20.6 68.1

4.4 5.9 17.0 67.0

9.8 8.0 15.5 60.6

12.4 7.5 15.73.1 54.2

4.1

62.2 4.5

1.8

1.3

3.3

3.4

7.0

n＝ 3,866全体

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

n＝　111

n＝　327

n＝　476

n＝　706

n＝　942

n＝ 1,024

26.126.15.4
2.4

0.3

1.9

2.4

2.8

0.9 0.9

年
代
別

復興公営住宅について

入居希望状況（問８）

入居を希望する自治体（問８－１）

いわき市
郡山市
三春町
大玉村
広野町
南相馬市
福島市

会津若松市
白河市

その他の市町村
両方とも無回答

0 2010 40 5030

１世帯目

２世帯目

45.0 0.8
0.5

2.6
1.7　0.2
1.5
0.5
0.2
2.6　0.2

6.8

27.6
6.8
4.6

n＝604 (%)

いわき市
郡山市
三春町
大玉村
広野町
南相馬市
福島市
会津若松市
白河市
その他の市町村
　　　合計

277
170
41
28
16
11
9
3
1
17
573

5
3
-
-
-
1
-
-
-
1
10

272
167
41
28
16
10
9
3
1
16
563

45.0％
27.6％
6.8％
4.6％
2.6％
1.7％
1.5％
0.5％
0.2％
2.6％

0.8％
0.5％

0.2％

0.2％

-
-
-

-
-
-

構成比 回答数 構成比 回答数
総数

１世帯目 ２世帯目 ＊

n＝615 0(%) 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

47.2

29.9

29.3

22.8

21.3

21.0

17.6

15.3

9.9

7.5

15.1

3.7

自身の生活の見通しが立っていないから
集合住宅ではなく一戸建に住みたいから（希望する
場所に一戸建が整備されるかわからないから）
復興公営住宅の周辺環境が分からないから

賠償の状況がわからないから

持ち家の購入を検討しているから

近所にどのような人が住むかわからないから

家賃を支払うことになるから

高齢者・要介護者のいる世帯なので、生活が不安だから
希望する復興公営住宅でペットを飼えない

（飼えるかわからない）から
応急仮設住宅（プレハブ型・借上げ型）に住み続けたいから

その他

無回答

入居を判断できない理由（問８－３）

※問８で「既に当選または入居が決定している（入居している）」「入居の申し込み中で
　あるが、まだ当選していない」「今後、入居の申し込みをしたい」と回答した方のみ

※問8で「現時点では判断できない」と回答した方のみ

＊「総数」は、1世帯目の「回答数」と2世帯目の「回答数」の合計値である

2.4
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n＝ 3,635

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

4.5 4.7 13.1 13.1 4.3 3.9 37.2 7.3 5.4 5.0

無職（職を
探していない）

無職（職を
探している）

その他
学生
0.3

団体職員
1.3
公務員

無回答

会社員（勤め人）
（労務や外勤を
主とする業務）

会社員（勤め人）
（事務や内勤を
主とする業務）

自営業・
会社経営者
（休業中）自営業・

会社経営者
（継続中
もしくは
再開済）

パート・
アルバイト

富岡町住民意向調査　　集計結果（速報版）
　８月３日から17日にかけて、富岡町住民意向調査を行いました。調査の対象7,076世帯のうち3,635世帯か
ら回答をいただき、回答率は51.4％でした。
　この調査は、「避難状況」「今後の避難期間中の居住」「将来に関する意向」について、町民の皆さんの現時
点における考えを把握するために実施しました。ご協力ありがとうございました。
　以下、結果の一部を紹介します。なお、詳しい内容は町のホームページ（http://www.tomioka-town.jp/）、
復興庁ホームページ（http://www.reconstruction.go.jp/）からご覧いただけます。

避　難　状　況

避難先自治体（問５）

現在の住居形態（問７）

職　業（問２(１)）

n＝ 3,635

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

29 歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 無回答

3.1 9.0 25.9 28.2 1.319.413.1

n＝ 3,635

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

相馬市 0.5

川内村 0.2
新地町 0.1

楢葉町 0.0
広野町 0.5
南相馬市 0.9

いわき市 福島市 郡山市 三春町 福島県外 無回答 0.6

白河市 0.6

伊達市 0.1
田村市 0.6

須賀川市 0.5
二本松市 0.4

本宮市 0.2
桑折町 0.0
川俣町 0.0

西郷村 0.2
大玉村 1.6

会津若松市 0.7
喜多方市市 0.1
会津美里町 0.1
福島県内の
その他の市町村 1.0

39.6 25.221.2 2.13.0

n＝ 3,635

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

11.6 27.0 15.1 32.62.2 2.02.83.4

応急仮設住宅
（プレハブ型。無償）

応急仮設住宅
（民間住宅・
公営住宅などの
借り上げ型。無償）

公営住宅
（有償）

給与住宅
（社宅など）

1.7
親戚・

知人宅 1.7 その他

無回答

民間賃貸住宅
（有償）

家族の
どなたかの
お住まい・実家

持ち家
（ご本人または
ご家族所有）
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帰還の判断がつかないあるいは戻らないと決めている理由（問９－２）

帰還しない場合に居住を希望する自治体（問９－9）

帰還した場合の住居形態（問９－３）

n＝ 506

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

67.4 5.1 10.3 6.74.82.2

自宅に住みたい
（建て替える場合を含む）自宅とは別の場所に

新たに一戸建の
持ち家を建てたい

現時点
では判断
できない

無回答
その他
0.8

自宅とは別の場所に
分譲集合住宅を
購入したい
0.2

災害公営住宅
（町が今後町内に整備する住宅）

家族のどなたかの
お住まい・実家
給与住宅

（社宅など）0.6
民間賃貸住宅

（集合住宅）1.0
民間賃貸住宅
（一戸建）
1.0

親戚・
知人宅
0.4

水道水などの生活用水の安全性に不安があるから【帰還の前提・健康に
　　　　　関わるもの】

【町・村内の復旧状況に
　　　　　関わるもの】

【今後の生活に
　　関わるもの】

原子力発電所の安全性に不安があるから
放射線量が低下せず不安だから

医療環境に不安があるから
生活に必要な商業施設等が元に戻りそうにないから

家が汚損・劣化し、住める状況ではないから
介護・福祉サービスに不安があるから

道路、鉄道等の交通インフラに不安があるから
富岡町外への移動交通が不便だから

富岡町に戻っても仕事がなさそうだから
教育環境に不安があるから

富岡町での事業の再開が難しいから
営農などができそうにないから

避難先の方が生活利便性が高いから
帰還までに時間がかかるから

すでに生活基盤ができているから
他の住民も戻りそうにないから

高齢者・要介護者のいる世帯なので生活が不安だから
今の環境で子どもの教育を継続させたいから

避難先で仕事を見つけているから
今後の津波被害を受ける可能性があるから

その他
無回答

49.0
44.3
43.3

55.7
52.1

44.4

23.8
22.7

20％10％ 40％ 50％30％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％0％

31.1
27.1

17.3
10.4
8.4

36.7
34.4
32.0
29.7

23.5
14.8

11.6
2.1

11.3
2.6

n＝ 1,848

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

相馬市 0.6

川内村 0.2
新地町 0.1

楢葉町 0.2
広野町 0.4
南相馬市 1.1

いわき市 福島市 郡山市 決めかねている福島県外
無回答

白河市 0.6

伊達市 0.2
田村市 0.3

須賀川市 0.4
二本松市 0.3

本宮市 0.2
川俣町 0.1
大玉村 0.8
西郷村 0.2

会津若松市 0.3

会津美里町 0.2

三春町町町 1.2

喜多方市町 0.1

福島県内の
その他の市町村 0.8

39.6 4.46.714.9 23.23.0

※問９で「戻りたいと考えている（将来的な希望も含む）」と回答した方のみ

※問９で「まだ判断がつかない」「戻らないと決めてい
　る」と回答した方のみ

n=2,916

※問９で「戻らないと決めている」と回答した方のみ
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将  来  の  意  向

帰還の意向（問９）

帰還時期（問９－１－１）

富岡町とのつながりを保ちたいか（問９－８）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

まだ判断がつかない
戻りたいと考えている
（将来的な希望も含む） 戻らないと決めている 無回答

13.9 29.4 50.8

5.4 27.0 66.7 0.9

8.3 28.1 62.7

11.6 32.8 54.0

12.9 31.3 52.5

13.0 33.2 49.4

19.3 24.0 44.1 12.5

5.9

0.9

1.7

3.3

4.5

n＝ 3,635全体

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

n＝　111

n＝　327

n＝　476

n＝　706

n＝　942

n＝ 1,024

n＝ 2,916

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

わからないそう思う そう思わない 無回答

50.5 8.2 13.427.9

n＝ 506

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

解除後すぐに
戻りたい

解除後３年
以内に戻りたい

解除後５年
以内に戻りたい

解除後 10年
以内に戻りたい

時期は
決めていないが
いずれ戻りたい 無回答

33.4 2.8 38.5 2.618.2 4.5

n＝1,068 0(%) 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

67.8

55.0

52.7

44.7

35.9

34.6

34.2

33.1

29.8

18.1

5.3

2.0

2.2

5.6

どの程度の住民が戻るかの状況

放射線量の低下の見通し、除染成果の状況

住宅確保への支援に関する情報

賠償額の確定

放射線の人体への影響に関する情報

避難指示解除となる時期の目安に関する情報

中間貯蔵施設の情報

働く場の確保の見通し

道路、鉄道、学校、病院などの社会基盤（インフラ）の
復旧時期の見通し

原子力発電所の安全性に関する情報（事故収束や
廃炉の状況）

現時点で家族間の意見が分かれており、帰還意向に
ついて回答できない

現時点でどのような情報があれば判断できるか
わからない

その他

無回答

帰還を判断する上で必要な情報（問９－７）

※問９で「まだ判断がつかない」「戻らないと決めている」と
　回答した方のみ

※問９で「戻りたいと考えている（将来的な希望も含む）」と回答した方のみ

※問９で「まだ判断がつかない」と回答した方のみ
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　13～15歳のアンケートは415件を発送して、151件の返信があり回答率は36.4％で昨年よりも0.8％の減
少でした。 
　それから、「希望する進学先」の問いには、「住んでいる場所」の選択肢ごとの回答人数とほぼ同じであ
る事から、現在の居住地から通える進学先を希望していることがわかります。
　また、町へのお願いとして、「早く帰って住めるようにしてほしい」「安全（安心）な町にして欲しい」「放
射能のない町にしてほしい」との安全・安心を願う意見がありました。　　　　　　　

　「自分が話したいことを話せる人は
だれか」の問いは、「親」が最も多く、
次いで「友だち」、その他にも「兄弟姉
妹」「おじいさんやおばあさん」の順に
多い回答でした。 
　そして、「どんな町になれば帰りた
いか」の問いには、「放射能がなくなる」
「友達がいる」が多い回答となり、放射
能に対する安全の確保と友達に会いた
いという思いが表れた結果となりまし
た。

【自分が話したいこと（楽しかったこと・なやみなど）を
話せる人はだれですか】

親
兄弟姉妹

おじいさんやおばあさん
友だち

担任の先生
保健室の先生

インターネットでの相談相手
話を聞いてくれる相談窓口
何でも話せる人はいない

その他

102
27
28

55
18

5
0
0
3
3

100 150500

【自分が話したいこと（楽しかったこと・悩みなど）を
話せる人はだれですか】

その他 2

親
兄弟姉妹
祖父母
友だち

担任の先生
保健室の先生

インターネットでの相談相手
話を聞いてくれる相談窓口
何でも話せる人はいない

102
36

21
113

15
6
4
1
3

0 20 40 60 80 100 120

【どんな町になれば帰りたいか（複数回答）】

放射線がなくなる
住む家がある
学校がある

店や病院がある
遊び場がある
友達がいる

原子力発電所が安全になる
原子力発電所がなくなる

家族・親戚が住んでいるから
その他

62
53

23
27
24

62

13
16

35

10

150500

【13～15歳の結果】

【希望する進学先】

いわき 48
32.9％

郡山 40
27.4％

2.1％

31.5％
県外 46

県立中高一貫校
（広野町）3

6.2％
その他の県内 9

男 72
47.7%

女 79
52.3%

性　別 住んでいる場所

福島県の会津地方 3
2.0%

福島県外 45
29.8%

福島県の浜通り 52
34.4%

福島県の中通り 51
33.8%

広報とみおか　（10）

富岡町子どもアンケート　集計結果
　町では、８月３日から17日にかけて、子どもアンケートを行いました。
　10歳～12歳用、13～15歳用、16～18歳用の３種類の設問を用意して1,207人郵送し、435人から回答して
いただき、世代ごとに集計しました。
　質問の構成は、「富岡町の好きな所」「今の生活で不便・不安に思う事」「どこの学校に通いたいか」「町に
帰りたいか（各理由もあわせて）」などの昨年と同じものと、新たに「自分の話したいことを話せる人はい
るか」「町に関する情報を何で得るか（知りたい内
容もあわせて）」などの質問を追加して行いまし
た。
　皆さんからいただいたご意見は、今後のまち
づくりの参考とさせていただきます。ご協力あ
りがとうございました。

【10～12歳の結果】

　10～12歳のアンケートは、335件の発送に対し124件の回答があり、回収率は37.0％で昨年より0.8％微増と
なりました。
　次に、「住んでいる場所」は、昨年と比べて「中通り」と「会津地方」の割合の変化がほとんどなかったのに
対して、「県外」は昨年より10.2％減少し、浜通りの割合は8.4％の増加がみられました。 
　また、町へのお願いとして「安全（安心）な町にしてほしい」「放射能を減らしてほしい」「原子力発電所を安
全に」と、町内を除染して線量を低減させることや原子力発電所の事故収束への願いの声が多くありました。

「不安に思う事は」の問いに、「住む場所は変
わらないか」 （2014年25件→2015年41件）が昨
年より増えており、「自分の部屋がない」事に
不便さを感じていることから、家の再建が進
んでいない、あるいは今後の生活の場を決め
かねている家庭があると思われます。

送付数 回収数 回収率 未達数

10～12歳用 335 124 37.0％ 0

13～15歳用 415 151 36.4％ 0

16～18歳用 457 160 35.0％ 0

計 1,207 435 36.0％ 0

【どこの学校に通いたいか】
その他 4 3.4％

いま通っている学校 105
89.7％

2.6％

4.3％
富岡町が
開校している学校
（三春校）3

県立中高一貫（広野町）5
【将来、富岡町に帰りたいと思いますか】

はい 29
24.2％

いいえ 40
33.3％

わからない 51
42.5％

【今の生活で不安なこと（複数回答）】

これから住む場所が変わらないか
家族と一緒に住めるようになるのか

また地震や津波がこないか
放射能で体が悪くならないか

食べ物は安全なのか
受験・進路について

不安に思っていることはない
その他

41
9

72
31

12
30
26

0

100500

男 59
47.6%

女 65
52.4%

性　別 住んでいる場所

会津地方 4
3.2%

県外 27
21.8%

浜通り 59
47.6%

中通り 34
27.4%
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【不安に思うこと（複数回答）】

自分・家族の仕事が見つかるか
今後の居住地が変わらないか

家族と一緒に住めるようになるのか
地震や津波などの自然災害

放射能への健康不安
食べ物は安全なのか
受験・進路について

不安に思っていることはない
その他

25
22

5
35
34

11
82

32
7

0 50 100

【帰りたくない理由（「いいえ」と答えた方、複数回答）】

放射能への不安
住める家がない

学校・進学先がない
友達がいない

商業施設や医療機関がない
今の生活に満足

原子力発電所への不安

その他
仕事がない

37
22
23

12
14

41
22

10
4

0 20 40 60

【町に関する情報はどんなものが知りたいですか（複数回答）】

町内の様子
町のイベントについて

町内の除染・線量について
自分の家の様子

原子力発電所について
知りたいものはない

その他

79
20

50
46

20
42

2

0 50 100

【どんな町であれば帰りたいと思いますか（複数回答）】

放射線がなくなる
住める家がある

学校がある
店や病院がある

友達がいる
原子力発電所が安全になる
原子力発電所がなくなる

仕事ができる場所がある
医療・福祉面で充実
教育・文化施設が充実

家族・親戚が住んでいるから
どんな町でも帰らない

その他

76
61

3
45
52

11

25
37

20
19

11

6
24

0 20 40 60 80

【町に関する情報を何で知りますか】

テレビ
新聞

広報とみおか
町のホームページ

タブレット
SNS・インターネット

知る方法がない
その他

78
7

37
8
9
7
5
10

0 20 40 60 80 100

【将来、富岡町に帰りたいと思いますか】

はい 14
9.1％

いいえ 73
47.4％

わからない 67
43.5％

　「将来、町に帰りたいと思いますか」の
問いには、「はい」が2.4％の減少となり、
並びに「わからない」にも7.1％の減少が見
られました。
　一方で「いいえ」の回答は10.4％増加と
なり、避難先の生活環境に満足している
様子が見えました。
　また、「町に関する情報は何で知りま
すか」の質問には、「テレビ」（79件）が最
も多く、次いで「広報とみおか」（37件）と
なり、自由記述には「親に教えてもらう」
という意見もありました。

　「どんな町であれば帰りたいと思いま
すか」の質問には、「放射能への不安がな
くなる」が最も多い結果となりましたが、
「住める家がある」「店や病院がある」「仕
事できる場所がある」にも多くの意見が
あり、町内のインフラ整備を進めて魅力
あるまちづくりが重要です。
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「町に関する情報を何で知ります
か」の問いには、「テレビ」（92件）が
最も多く、また自由記述には「親か
ら聞く」（4件）があり、生活の中で
自然に情報を得ているのがわかり
ました。次いで「広報とみおか」（42
件）の順となりました。

　「不安に思う事」については、「受験・進路について」が74件と一番多く、やはり高校受験を控え不安を
感じている姿がわかります。
　また、「将来、富岡町に帰りたいと思いますか」の問いには、「はい」と「わからない」が２年連続で減少
したのに対して、「いいえ」は２年連続での増加の結果となりました。
　そして、「帰りたくない理由」としては「今の生活が良いから」（46件）「放射能の不安があるから」（26件）
の順で回答が多いことから、町内の生活環境の整備と安全の確保が重要です。

　16～18歳のアンケートは、457件発送に対して160件の返信があり、回収率は35.0％となり、昨年より3.3％
の増加となりました。
　「住んでいる場所」の問いには「中通り」「会津地方」「福島県外」の割合が減少し、「浜通り」が9.4％増加し
ており、こちらの世代でも主に浜通りへ移った子ども達が増えたものと思われます。
　町にお願いすることに対しては、「若い人達が帰りたいと思う町」「桜の木を植える」「町の良い所のア
ピールを続けて欲しい」「新しい町づくりに期待」などの意見があり、町の復旧・復興を望む気持ちが表れ
た結果となりました。

【今不安に思うこと（複数回答）】

これから住む場所が変わらないか
家族と一緒に住めるようになるのか

また地震や津波がこないか
放射能への健康不安
食べ物は安全なのか
受験・進路について
不安なことはない

その他

30
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56
41

8
74

35
1

0 10 20 30 40 50 60 70 80

【帰りたくない理由（「いいえ」と答えた方、複数回答）】

放射能への不安があるから
家が壊れているから

町内の学校の再開時期がわからないから
友達がいないから
店や病院がないから
今の生活が良いから

進学したい学校がないから
その他
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14

46
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7
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【町に関する情報を何で知りますか】

テレビ
新聞

広報とみおか
町のホームページ

タブレット
SNS・インターネット

知る方法がない
その他
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42
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23
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【将来、富岡町に帰りたいと思いますか】

はい 16
10.7％

いいえ 61
40.7％

わからない 73
48.7％

【16～18歳の結果】

男 84
52.5%

女 76
47.5%

性　別 住んでいる場所

福島県の会津地方 1
0.6%

福島県外 29
18.1%

福島県の浜通り 77
48.1%

福島県の中通り 53
33.1%
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【特別会計決算状況】       （単位：千円）
会　計　名 歳　入 歳　出

国民健康保険事業 3,465,108 3,070,028

蛇谷須地区特定環境
保全公共下水道事業 26,432 21,056

公共下水道事業 1,569,100 1,135,795

農業集落排水事業 479,318 342,204

曲田土地区画整理
事業 74,943 74,579

介護保険事業 1,568,595 1,530,388

後期高齢者医療 36,037 33,705

仮設診療所事業 51,403 36,933

介護サービス事業 6,471 6,127

【町債現在高】 （単位：千円）

区 分 平成26年度末
現在高

一 般 会 計 1,517,411

特 

別 

会 

計

蛇谷須地区
特定環境保全
公共下水道事業

40,764

公共下水道事業 3,270,515

農業集落排水事業 913,195

小 計 4,224,474

計 5,741,885

【基金現在高】 （単位：千円）
区 分 平成26年度末現在高
財政調整基金 5,233,137 
減 債 基 金 284,065 
特定目的基金 5,419,900 
合　　　計 10,937,102 

※基金……………町が積立てた貯金のこと
※特定目的基金…特定の目的のために町が積立
　　　　　　　　　てた貯金のこと

ことばの説明
歳　入………………一年間のすべての収入のこと
町　税………………皆さんが町に納めた税金
繰入金………………各種基金から繰り入れられたお金
繰越金………………前年度から繰り越されるお金
財産収入……………町の持つ財産を運用したり売ったりしたお金
諸収入………………雑入など、その他の様々な収入
使用料及び手数料…住民票などの交付に手数料として支払ったお金
分担金及び負担金…特定の利益を受けた方から負担していただいたお金
国庫・県支出金……特定の目的のために国や県から交付されたお金
町　債………………町の借金のこと。大きな事業を行なうために、
　　　　　　　　　国や金融機関から借り入れたお金
地方譲与税…………国が徴収した自動車重量税などから配分されたお金
各種交付金…………所得税や自動車取得税など国や県から配分されたお金

歳　出…………一年間のすべての支出のこと
議会費…………議会の活動に要する経費
総務費…………全般的な管理に要する経費等
民生費…………福祉施設の整備など、町民が一定水準の生活と安定した

社会生活を保障するのに必要な経費
衛生費…………町民が健康にして衛生的な生活環境を保持するための経費
農林水産業費…農林水産業の振興に要する経費
商工費…………商工業の振興に要する経費
土木費…………土木事業に要する経費
消防費…………消防に要する経費
教育費…………教育関係に要する経費
災害復旧費……災害によって生じた被害の復旧に要する経費
公債費…………町債返済に要する経費

町民１人当たり795,467円
が使われました
民生費 159,500円

総務費 283,317円

土木費 92,915円

公債費 20,683円

教育費 30,764円

衛生費 67,541円

農林水産業費 43,758円

消防費 46,658円

商工費 23,844円

議会費 7,447円

その他 19,040円

人口14,012人（平成27年3月末現在人口）

議会費
1億434万9千円
（0.9％）

総務費
39億6,984万円（35.6％）

民生費
22億3,491万4千円
（20.1％）

衛生費
9億4,638万8千円

（8.5％）

労働費
5,806万7千円
（0.5％）

農林水産業費
6億1,314万1千円

（5.5％）

商工費
3億3,410万1千円

（3.0％）

土木費
13億190万8千円

（11.7％）

消防費
6億5,377万5千円

（5.9％）

教育費
4億3,106万6千円（3.9％）

災害復旧費
2億872万3千円（1.9％）

公債費
2億8,981万1千円（2.6％）

人件費
12億2,843万8千円
（11.0％）

公債費
2億8,981万1千円
（2.6％）

扶助費
8億8,473万1千円
（7.9％）

普通建設事業費
6億1,323万9千円
（5.5％）

災害復旧費
2億1,306万6千円
（1.9％）

物件費
27億5,067万5千円
（16.5％）

補助費等
11億8,245万7千円

（10.6％）

維持補修費
872万5千円
（0.1％）

繰出金
15億9,427万5千円

（14.3％）

貸付金
9,200万円
（0.8％）

投資及び
出資金

0円（0％）

繰上充用金
0円（0%）

積立金
22億8,866万7千円

（20.5％）

一般会計歳出 111億4,608万円
（うち東日本大震災分　45億7,517万円）

（目　的　別）（性　質　別）
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【主な歳出事業】 （単位：千円）

総務費

庁舎施設管理費（調査設計委託料） 52,488
いわき地区拠点施設整備費 163,128
町づくり活性化事業（災害復興計画策定業務等） 250,316
復興交付金積立金 983,407

民生費 放射線健康管理事業 271,555
衛生費 環境クリーン化事業（町内の死亡家畜等の衛生処理） 490,810

農林水産業費 農地等維持修繕事業 328,569
商工費 工業団地事業 153,159

土木費
道路維持管理事業 189,454
公共下水道事業特別会計繰出金 855,051

消防費 防犯対策事業費 251,531

歳 入

町債残高積立基金

歳 出

一般会計歳入 123億4,007万円
（うち東日本大震災分　55億6,528万円）

町税
17億5,676万1千円
（14.20％）

繰入金
15億7,150万2千円
（12.7％）

繰越金・諸収入
4億6,313万7千円
（3.8％）

使用料及び手数料
1,826万9千円（0.2％）
分担金及び負担金
1,591万8千円（0.1％）

財産収入1億831万1千円（0.9％）国庫支出金
43億7,882万6千円
（35.5％）

寄附金
1億7,741万3千円（1.4％）

県支出金
8億9,745万6千円
（7.3％）

町債〈借入金〉0円
（0.0％）

各種交付金
2億913万3千円（1.7％）

地方譲与税
6,010万6千円
（0.5％）

地方交付税
26億8,323万7千円
（21.7％）

自主財源　33.3％

依存財源　66.7％
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富岡町人事行政の運営等の状況

⑴ 新規職員採用の状況 （H26.4.2～ H27.4.1） 
男性 女性 合計

一般行政職 2 6 8
保育士 0 0 0
計 2 6 8

⑴ 人件費の状況（平成26年度普通会計決算） 
住民基本台帳人口
（平成27年３月末現在） 歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ）人件費率（Ｂ／Ａ）

14,012人
千円 千円 千円

11.00％11,144,094 971,658 1,228,438

（注）人件費には、町長等特別職に支給される給料等及び議員等の報酬
も含まれています。

⑵ 職員給与費の状況（平成27年度一般会計予算） 
職員数
（Ａ）

給　　与　　費
給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）

人 千円 千円 千円 千円
126 473,605 75,425 168,221 717,251

（注１）職員数は、一般会計の予算上の人数です。
　　　（国民健康保険・下水道等の特別会計の職員は含まない）
（注２）平成27年度当初の予算計上額です。（教育長を含む）
（注３）職員手当には、児童手当・退職手当は含まれていません。

⑶ 職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（平成27年4月1日現在） 
区　　分 平均給料月額 平均年齢
一般行政職 298,500円 39歳5ヵ月

⑷ 職員の初任給の状況（平成27年4月１日現在） 
区　　分 初　任　給 採用２年後

一般行政職
大学卒 179,300円 189,700円
短大卒 159,300円 168,400円
高校卒 146,300円 153,500円 ⑻ 特別職の報酬等の状況（平成27年4月１日現在） 

区　　分 給料・報酬月額（5％減額後の月額） 期末手当

給料
町　長 774,300円（735,600円） ６月期　 1.40月

12月期　 1.50月
　　計　 2.90月

副町長 611,800円（581,300円）
教育長 579,500円（550,600円）

報酬
議　長 308,000円 ６月期　 1.40月

12月期　 1.50月
　　計　 2.90月

副議長 259,000円
議　員 238,000円

(注）町長、副町長及び教育長は、給与抑制のため、当該額の５％をカットし支給

⑸ 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成27年4月１日現在）
区分／経験年数 10年以上15年未満 15年以上20年未満 20年以上25年未満

一般行政職
大学卒 288,200円 326,600円 362,300円
短大卒 254,700円 317,400円 　　  0円
高校卒 250,900円 294,300円 313,100円

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合
は、採用後の年数をいうものです。

⑹ 期末・勤勉手当の支給状況（平成27年4月１日現在） 
区　分 支給月 期末手当 勤勉手当

期末・勤勉手当
６月 1.225月 0.75月
12月 1.345月 0.75月
計 2.57月 1.5月

⑺ 一般行政職の級別職員の状況（平成27年4月１日現在） 
区分 標準的な職務 職員数 構成比％

６級
参事又は特に困難な業務を処理する
課長の職務 7人 6.2

５級 課長及び主幹その他課長相当職の職務 8人 7.1

４級

１ 課長補佐の職務
２ 困難な業務の処理又は特に高度な知
識経験を必要とする業務を行う副主
幹その他これに相当する係員の職務

24人 21.2

３級
１ 係長の職務
２ 主査又は主任その他これに相当する
係員の職務

33人 29.2

２級 高度な知識経験を有する業務を行う副
主査その他これに相当する係員の職務 12人 10.6

１級 主事その他これに相当する係員の職務 29人 25.7

合　　　計 113人 100.0

(注）給与実態調査の定義に基づき、税務職、保育士、児童厚生員、
　   保健師等を除く

⑶ 部門別職員数の状況（平成27年４月１日現在：単位 人）

部　　門
職　員　数（人）
平成27年

一　

般　

行　

政

議　会 3
総　務 57
税　務 7
農　水 6
商　工 4
土　木 11
民　生 15
衛　生 12
災　害 11
小　計 126

特別行政 教　育 7

公営企業等
下水道 2
その他 9
小　計 18

合　　計 144

⑵ 職員の退職の状況 （H26.4.1～ H27.3.31）
定　年　退　職 7
勧　奨　退　職 0
普　通　退　職 3
分　限　退　職 0
懲　戒　免　職 0
失　　　　　職 0
死　亡　退　職 0

計 10

1．職員の任免及び職員数に関する状況

 　町政に対してより一層のご理解をいただくために、「富岡町人事行政の運営等の状況の
公表に関する条例」に基づき、人事行政の運営等の状況についてお知らせいたします。

（富岡町役場総務課内において閲覧することができます。）

２．職員の給与の状況
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　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」（財政健全化法）に基づく平成26年度健全化判断比率（実質赤字比
率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率）及び公営企業（注１）に関する資金不足比率の状況は、
それぞれ第１表及び第２表のとおりです。
　健全化判断比率については、４つの比率いずれかが早期健全化基準を超えると財政健全化計画を、将来負担比
率を除く３つの比率のいずれかが財政再生基準を超えると財政再生計画を策定しなければなりません。  
　富岡町における平成26年度の健全化判断比率及び資金不足比率の状況は、いずれの比率も早期健全化比率及
び財政再生基準を下回っているため、財政健全化計画、財政再生計画の策定する必要はありません。

（第１表）健全化判断比率の状況

指　標　名 平成26年度
富　岡　町 算　定　式 早期健全化

基　準
財政再生
基　準

実質赤字比率 －
一般会計等の実質赤字額
　標準財政規模（注２）

15% 20%

連結実質赤字比率 －
連結実質赤字額
標準財政規模

20% 40%

実質公債費比率 7.9%

（①+②）－（③+④）
標準財政規模－④

の３ケ年平均値
①元利償還金　②準元利償還金
③特定財源　　④元利償還金等に係る
　　　　　　　　 基準財政需要額算入額（注３）

25% 35%

将来負担比率 －

 ①－（②+③+④）
標準財政規模－⑤

①将来負担額　　　②充当可能基金額
③特定財源見込額
④地方債現在高等に係る基準財政需要額
　算入見込額
⑤元利償還金等に係る基準財政需要額算入額

350%

※一般会計、特別会計共に実質赤字がないため、実質赤字比率及び連結実質赤字比率は該当なし。
　実質赤字比率及び連結実質赤字比率の早期健全化基準は標準財政規模50億円未満の市町村の基準。
　充当可能財源等が将来負担額を超過したため、将来負担比率は該当なし。

（第２表）資金不足比率の状況

指　標　名 平成26年度
富　岡　町 算　定　式 経営健全化基準

資金不足比率 －
　資金の不足額　
事業の規模

20%

【用語の説明】
（注１）公営企業……………… 特別会計を設けて経理し、独立採算性をとることとされている公共下水道等の事業
（注２）標準財政規模………… 当該団体が合理的かつ妥当な水準において行政を行うための標準的な一般財源
　　　　　　　　　　　　　（使途が特定されずあらゆる経費に使用可能な財源）の規模
（注３）基準財政需要額……… 普通交付税の算定基礎となるもので、地方公共団体が合理的かつ妥当な水準で行政
　　　　　　　　　　　　　 を行うための財政需要を一定の方法によって合理的に算定した額
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４．職員の分限及び懲戒処分の状況
⑴ 分限処分者の状況 （平成26年4月1日～平成27年3月31日） 

処　分　事　由
処分の種類

降任 免職 休職 降給 合計 失職

勤務成績が良くない場合 地公法第28条第１項第１号 ０ ０ ０ ０ ０ ０

心身の故障 地公法第28条第１項第２号
　　　　　　第２項第１項 ０ ０ ０ ０ ０ ０

職に必要な的確性を欠く場合 地公法第28条第１項第３号 ０ ０ ０ ０ ０ ０

職制、定数の改廃、予算の減少により廃職、
過員を生じた場合 地公法第28条第１項第４号 ０ ０ ０ ０ ０ ０

刑事事件に関し起訴された場合 地公法第28条第２項第２号 ０ ０ ０ ０ ０ ０

条例で定める事由による場合 地公法第27条第２項 ０ ０ ０ ０ ０ ０

合　計 ０ ０ ０ ０ ０ ０

⑵ 懲戒処分者の状況 （平成26年4月1日～平成27年3月31日） 
処　分　事　由

処分の種類
戒告 減給 停職 免職 合計 訓告等

法令に違反した場合 地公法第29条第１項第１号 ０ ０ ０ ０ ０ ０

職務上の義務に違反し又は職務を怠った場合 地公法第29条第１項第２号 ０ ０ ０ ０ ０ ０

全体の奉仕者たるにふさわしくない
非行のあった場合 地公法第29条第１項第３号 ０ ０ 1 ０ 1 ０

合　計 ０ ０ 1 ０ 1 ０

５．職員の服務の状況
⑴ 職員の営利企業等従事許可の状況 （平成26年4月1日～平成27年3月31日） 
営利を目的とする私企業を営むことを目的とする会社、その他の役員、顧問、評議員及び当該会社、
団体等の重要方針決定に参画する上級職員の地位を兼ねる場合 ０

自ら営利を目的とする場合 ０

報酬を得て事業又は、事務に従事する場合 ０

６．職員研修の実施状況
⑴ 研修機関（ふくしま自治研修センター）における研修の実施状況 （平成26年4月1日～平成27年3月31日） 

研　修　名 研修回数 参加者数

新規採用職員研修 1 4

階 層 別 職 員 研 修 2 12

７．職員の福祉及び利益の保護の状況
⑴ 健康診断の状況 （平成26年4月1日～平成27年3月31日） 

健康診断の種類 対象者 受診者数

定 期 健 康 診 断 141 115

８．勤務条件に関する措置の要求の状況 （平成26年4月1日～平成27年3月31日） 
継続件数 措置要求件数

０ ０

９．不利益処分に関する不服申立ての状況 （平成26年4月1日～平成27年3月31日） 
継続件数 不服申立件数

０ ０
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⑼ 退職手当の支給状況 （平成27年４月１日現在） 
区　分 勤続期間

退職理由
自己都合 勧奨・定年

支　給　率

勤続20年 20.445 25.556
勤続25年 29.145 34.582
勤続30年 36.105 42.412
最高限度 49.59 49.59

その他加算措置 定年前早期退職特別措置（２～20％加算）　

⑽ 職員手当の支給内容 （平成27年４月１日現在） 
区　　　分 内　　　　　　　　　　　容

扶 養 手 当

１．配偶者／月額13,000円
２．配偶者のいない職員の扶養親族のうち、１人目／月額11,000円
３．配偶者以外の扶養親族、１人につき／月額6,500円
４．扶養している子のうち、満15歳に達する日後の最初の４月１日から満22歳に達する以後の最初の
３月31日までの間、子１人につき／月5,000円加算

通 勤 手 当
　通勤距離（片道）が２km以上の職員に支給
・自動車等で通勤する場合／通勤距離に応じて、月2,700円～52,500円
・バス等の交通機関を利用して通勤する場合／当該交通機関に係る運賃等の額（最高月額58,000円）

住 居 手 当 ・借家等居住／家賃月額の２分の１（月27,000円上限）　＊月額9,500円を超える場合等の条件あり

特殊勤務手当

著しく危険、不快、不健康、又は困難な勤務その他著しく特殊な勤務で、給与上特別の考慮を必要
とする職員に支給

・税務職員が徴収業務に従事した日１日につき500円（月10,000円限度）
・保育所勤務職員／月4,000円
・防疫作業従事職員／作業に従事した日１日につき500円
・死体等取扱業務従事職員／行旅病人の場合5,000円、行旅死亡人の場合／1日10,000円限度
・死犬等処理作業従事職員／処理に従事した日１日につき500円
・特殊現場作業従事職員／作業に従事した日１日につき500円
・用地交渉業務従事職員／従事した日１日につき500円（月10,000円限度）
・災害応急業務従事職員／最低限：町内居住制限区域・屋内１日につき660円～
　　　　　　　　　　　　最高額：福島第一原子力発電所原子炉建屋内１日につき40,000円

時間外勤務手当

　正規の勤務時間を越えて勤務した職員に支給
・勤務日における時間外勤務１時間につき、当該職員の時間単価×1.25倍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22時から翌朝５時までの深夜勤務は1.5倍）
・週休日における時間外勤務１時間につき、当該職員の時間単価×1.35倍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22時から翌朝５時までの深夜勤務は1.6倍）

休日勤務手当 　祝日及び年末年始の休日において勤務した職員に支給
・勤務１時間につき、当該職員の時間単価×1.35倍（22時から翌朝５時までの深夜勤務は1.6倍）

管 理 職 手 当
　課長補佐以上の管理職の給料月額に対して支給
・参事／12％　　　・主幹／８％　　　　　
・課長／10％　　　・課長補佐／７％

管 理 職 特 別
勤 務 手 当

　臨時又は緊急の公務のため、週休日、祝日又は年末年始の休日に勤務した管理職に支給
・課長及び課長相当職／１回6,000円
・課長補佐職／１回4,000円   
　（ただし、１回の勤務時間が６時間を超える場合は、上記金額に150/100を乗じて得た額）

宿 日 直 手 当 　宿日直勤務をした職員に支給／１回5,600円 

３．職員の勤務時間その他の勤務条件
⑴ 職員の勤務時間（標準的なもの） （平成27年4月１日現在） 
１週間の
勤務時間 開始時間 終了時間 休憩時間

38時間45分 8：30 17：15 12：00～13：00

⑵ 年次有給休暇の取得状況 （平成26年1月1日～平成26年12月31日） 
総付与日数 総使用日数 全対象

職員数
平均

使用日数 消化率

4,392日 1,432日 122人 11.7日 32.60%

（注）育児休業者、新規採用者を除く

⑶ 時間外勤務及び休日勤務等の状況 （平成26年1月1日～平成26年12月31日） 
時間外・休日勤務総時間 職員一人あたりの平均時間

11,205時間 109時間51分

⑷ 育児休業の状況 （平成26年4月1日～平成27年3月31日） 
男　性 女　性

新たに育児休業を取得した者 ０ 6

前年度から引き続いている者 ０ 2
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お知らせ

お知らせ

富岡町ごみ出しカレンダー

問 復興推進課 除染対策係

平成27年 12月
日 月 火 水 木 金 土

9 10 11 1276 8

23 24 2521 22

30 3129

2620

2827

16 17 1814 15 1913

4 53

燃えるごみ   ごみ出し日

燃えるごみ   ごみ出し日

燃えないごみ、ビン類・カン類　ごみ出し日

燃えないごみ、ビン類・カン類　ごみ出し日

〈 回 収 業 者 は お 休 み で す 〉

2111月30日11月29日

１月１日 1月２日

平成 27年 11月
日 月 火 水 木 金 土

11 12 13 1498 10

25 26 2723 24 2822

3029

18 19 2016 17 2115

6 75

燃えるごみ   ごみ出し日

燃えるごみ   ごみ出し日

燃えないごみ、ビン類・カン類　ごみ出し日

燃えないごみ、ビン類・カン類　ごみ出し日

燃えないごみ、ビン類・カン類　ごみ出し日

421 3

12月1日 12月2日 12月3日 12月4日 12月5日

　ごみは分別したうえで、上記の回収日にお出しください。回収業者は、数日かけて町内のごみステーションを巡回し、順次、ごみの回収を行います。
　粗大ごみやリサイクル対象家電、危険物等は、ごみステーションでの回収はいたしません。

　

11
月
28
日（
土
）９
時
か
ら
17
時

ま
で
カ
ー
ペ
ッ
ト
清
掃
の
た
め
、

い
わ
き
平
交
流
サ
ロ
ン
と
富
岡
町

い
わ
き
地
区
多
目
的
集
会
施
設
を

臨
時
休
館
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
ご
不
便
を
お
掛
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問 

い
わ
き
支
所

　

 

生
活
支
援
課 

避
難
生
活
支
援
係

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
交
通

安
全
教
室
の
お
知
ら
せ

　

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
交
通
安

全
教
室
を
実
施
し
ま
す
。

　

内
容
は
、
悪
質
商
法
や
振
り
込

め
詐
欺
等
に
関
す
る
消
費
生
活
講

座
と
歩
行
環
境
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
ー

を
使
用
し
た
参
加
・
体
験
型
の
交

通
安
全
講
座
で
す
。
皆
様
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時　

平
成
27
年
11
月
20
日（
金
）

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後

３
時
ま
で

場
所　

富
岡
町
い
わ
き
地
区
多
目

　
　
　

的
集
会
施
設

問 

福
島
県
い
わ
き
地
方
振
興
局

　

 

県
民
部
県
民
生
活
課

　

 

富
岡
町
役
場
い
わ
き
支
所

　

町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
へ
辞
令
を
交
付

　

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ

れ
た
事
項
に
関
す
る
、
不
服
の
審

査
及
び
決
定
等
を
行
う
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員
に
、
三
瓶

一
義
さ
ん（
仲
町
）が
議
会
の
同
意

を
得
て
再
任
さ
れ
、
10
月
１
日
郡

山
事
務
所
に
お
い
て
辞
令
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。

　

年
末
調
整
説
明
会
の

開
催
に
つ
い
て

　

11
月
に
福
島
県
内
各
税
務
署
に

お
い
て
、
平
成
27
年
分
年
末
調
整

説
明
会
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
源
泉
徴
収
義
務

者
宛
て
に
送
付
し
て
い
る
、
年
末

調
整
関
係
書
類
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
年
末
調
整
関
係
書
類
に

つ
い
て
は
、
税
務
署
に
届
け
出
の

あ
る
住
所
に
送
付
し
て
い
ま
す
の

で
、
ま
だ
届
い
て
い
な
い
方
は
、

相
馬
税
務
署
法
人
課
税
第
一
部
門

ま
で
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

相
馬
税
務
署
法
人
課
税
第
一
部
門

☎
０
２
４
４

３
６

３
１
１
１

（
音
声
案
内
で「
２
番
」を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
）

福
島
県
最
低
賃
金
が

変
わ
り
ま
す

　

平
成
27
年
10
月
３
日
か
ら
時
間

額
705
円
に
変
わ
り
ま
す
。
福
島
県

最
低
賃
金
は
、
県
内
す
べ
て
の
労

働
者
に
適
用
さ
れ
、
使
用
者
に
対

し
て
は
、
罰
金
を
も
っ
て
そ
の
金
額

以
上
の
支
払
い
が
強
制
さ
れ
ま
す
。

問 

福
島
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
２
４

５
３
６

４
６
０
４

い
わ
き
平
交
流
サ
ロ
ン
お
よ
び

富
岡
町
い
わ
き
地
区
多
目
的
集

会
施
設
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

辞令を受け取る三瓶一義さん
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第５回 マイナちゃん通信
平成27年
11月から

マイナンバーを
一人ひとりの

町民のみなさまへ
お届けします！

○10月からマイナンバー制度が始まりました。
11月以降（予定）、マイナンバー（個人番号）を記載した「通知
カード」をお送りします。
「通知カード」は、10月２日までに役場へ届け出された避難
先の世帯ごとに、簡易書類にて郵送されます。

○10月３日以降に居所を変更された方。
役場にて新しい送付先を確認してから発送します。お手元
に届くまで、若干お時間がかかる場合がありますので、ご
了承ください。
（転送できない簡易書留で発送されるため、郵便局へ転居届
を出していても転送されませんのでご注意ください。）

○マイナンバーの利用は、平成28年１月から。
確定申告や給与支払報告書への記載、医療保険の資格取得
や確認など、生涯にわたり様々な手続きに必要となる番号
です。
通知カードは必ず受け取り、大切に保管してください。

マイナンバー制度のお問合わせは
マイナンバーコールセンター

富岡町役場の担当、お問合わせは
住民課住民係

（全国共通ナビダイヤル　平日 ９：30～17：30） （平日 ８：30～17：15）

マ　　イ　  ナン　 バー

0570-20-0178 0120-33-6466

＊郵送方法変更のお知らせ
　従来、通知カードは「富岡町では一人ひとりに届く」とご案内していましたが、
今回「避難先の世帯ごとに届く」に変更になりましたので、お知らせいたします。

※通知カードの再発行にはお時間と手数料が発生しますので、
　くれぐれも無くさないようにしてください。
　通知カード再発行手数料　500円

12月で住民基本台帳カードの発行を終了します

　来年１月から希望者に個人番号カード（マイナンバーカード）が交付される
ことに伴い、住民基本台帳カード（住基カード）の発行を12月で終了します。

富岡町での申込は12月４日（金）をもって受付終了します。
（支所・出張所においては12月２日（水）受付分まで）
住基カードの受け取りは12月25日（金）までとなります。

・発行された住基カードは券面に記載されている有効期限まで利用可能です。
・ただし、住基カードをお持ちの方がマイナンバーカードを取得する場合は、
　住基カードの返納が必要です。
・住基カードを用いたe－Tax等電子申告を行う電子証明書の発行・更新は、12月22日（火）で終了し
ます。平成28年１月以降の電子証明書発行・更新にはマイナンバーカードが必要です。
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平成28年度富岡幼稚園入園児募集

平成28年度富岡町保育施設児童募集

富岡幼稚園では、平成28年度の園児を募集します。

　富岡町では、郡山市と大玉村に保育施設を開設しています。入所を希望さ
れる方は、お子さんと一緒に各施設へおいでいただきお申込みください。

◇募集園児　　３歳児　平成24年４月２日～平成25年４月１日生まれ
　　　　　　　　４歳児　平成23年４月２日～平成24年４月１日生まれ
　　　　　　　　５歳児　平成22年４月２日～平成23年４月１日生まれ
　　　　　　　　※入園料、保育料等は、減免の対象になります。
　　　　　　　　※原則として、富岡町に住所を有する方に限ります。
◇保育時間　　午前８時15分～午後２時
　　　　　　　　※金曜日は、午後１時30分（希望により午後４時30分まで）
◇通園方法　　スクールバス利用か保護者の送り迎えになります。
　　　　　　　　（バスは郡山市内・三春コースのみです）
◇申込方法　　入園申請書に必要事項をご記入のうえ、富岡町教育委員会または町立富岡幼稚
　　　　　　　　園に提出してください。
　　　　　　　　※入園申請用紙は、富岡町教育委員会・富岡幼稚園に置いてあります。
◇申込期間　　平成27年12月１日（火）～12月11日（金）まで
　　　　　　　　午前８時45分～午後４時45分（土、日を除く）
◇入園説明会　　平成28年２月９日（火）午前10時より
　　　　　　　　お子さんと一緒に富岡幼稚園へおいでください。

◇とみたさくら保育施設　（定員20名）
　郡山市富田町若宮前応急仮設住宅集会所B棟　☎０２４－９３５－１５２２
◇あだたらつつじ保育施設　（定員10名）
　大玉村安達太良応急仮設住宅集会所F棟　　　☎０２４３－２４－１９５８
◇申込期間　平成27年12月１日（火）～12月11日（金）まで
　※開所時間は午前７時30分～午後６時（就職活動中の場合は午前８時～午後３時30分）
　※全年齢合同保育、おやつ代月1,000円、昼食は弁当持参となります。

問 富岡町教育委員会　〒963－8025　郡山市桑野２丁目１番１号　　　 ☎０２４－９５３－６２６６
　 町立富岡幼稚園　〒963－7704　田村郡三春町大字熊耳字南原94　☎０２４７－６２－７７０１

問 健康福祉課 福祉係

　

本
年
は
、
旧
富
岡
町
と
旧
双
葉

町
が
合
併
し
て
60
年
の
年
で
あ

り
、
去
る
７
月
25
日
に
記
念
式
典

を
挙
行
し
ま
し
た
。
こ
の
節
目
の

年
を
町
民
の
皆
様
と
一
緒
に
お
祝

い
す
る
た
め
、
記
念
の
品
を
お
配

り
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。

　

お
配
り
す
る
品
は
、
Ｊ
Ａ
ふ
た

ば
が
県
内
の
Ｊ
Ａ
と
合
併
す
る
こ

と
に
伴
い
、
Ｊ
Ａ
郡
山
市
の「
あ

さ
か
舞（
コ
シ
ヒ
カ
リ
）」５
㎏
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
11
月

中
に
避
難
先
の
世
帯
ご
と
に
お
届

け
し
ま
す
の
で
、
お
受
け
取
り
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
海
外
に
避
難
さ
れ
て
い

る
方
に
つ
い
て
は
、
検
疫
の
都
合

上
お
送
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問 

総
務
課 

総
務
係

合
併
60
周
年
記
念
品
の

配
布
に
つ
い
て
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お知らせ
　

法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
11
月
16

日（
月
）か
ら
11
月
22
日（
日
）ま
で

の
７
日
間
、
全
国
一
斉「
女
性
の

人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間

と
し
て
、
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら

の
暴
行
や
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
女
性

を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
の
解

決
を
図
る
た
め
、
電
話
相
談
の
取

組
を
強
化
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
人
権
擁

護
委
員
及
び
法
務
局
職
員
が
対
応

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
強
化
週
間
の
期
間
以
外

の
日（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）に

お
い
て
も
、
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
15
分
ま
で
、
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
時
間

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時
ま
で

た
だ
し
、
11
月
21
日（
土
）と
22

日（
日
）は
午
前
10
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で

◇
相
談
先

　

０
５
７
０

０
７
０

８
１
０

問 

福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

福
島
県
立
医
科
大
学
で
は
、
放

射
線
災
害
を
含
む
複
合
災
害
に
健

康
影
響
を
鑑
み
な
が
ら
対
応
で
き

る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
被
ば

く
医
療
学
・
放
射
線
健
康
リ
ス
ク

制
御
学
で
実
績
を
持
つ
長
崎
大
学

と
、
災
害
医
療
分
野
で
の
実
績
と

を
有
す
る
福
島
県
立
医
科
大
学
が

そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
実
績
と
強
み
を

持
ち
寄
り
、「
災
害
・
被
ば
く
医
療

科
学
共
同
専
攻
」を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
左
記
の
と
お
り
学
生

募
集
を
行
い
ま
す
。

【
募
集
人
員
】

◇
災
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・
被
ば
く
医
療
科
学
共
同
専
攻

　

・
医
科
学
コ
ー
ス

　

・
保
健
看
護
学
コ
ー
ス

　

各
５
名
程
度

【
入
試
日
程
】

◇
出
願
期
間

　

平
成
27
年
11
月
16
日（
月
）か
ら

11
月
25
日（
水
）

◇
試
験
日

　

平
成
27
年
12
月
５
日（
土
）

◇
合
格
発
表

　

平
成
28
年
１
月
21
日（
木
）

【
出
願
手
続
き
】

◇
受
付
時
間

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　

郵
送
の
場
合
は
書
留
速
達
と
し
、

出
願
期
間
内
必
着
と
し
ま
す
。

◇
出
願
先

　

〒
９
６
０

１
２
９
５

　

福
島
県
福
島
市
光
が
丘
１
番
地

　

福
島
県
立
医
科
大
学
教
育
研
修

支
援
課
入
試
係（
５
号
館
１
階
）

※
詳
細
は
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週

間
の
実
施
に
つ
い
て

平
成
28
年
度
福
島
県
立
医

科
大
学
大
学
院
医
学
研
究

科　

災
害
・
被
ば
く
医
療

科
学
共
同
専
攻（
修
士
課

程
）学
生
募
集
に
つ
い
て

放射性セシウム濃度測定日のお知らせ
【ゲルマニウム半導体式核種分析装置（検出限界目標１ベクレル）】
放射能検出に非常に有感な検出器により、小さい値も検出できます。

※富岡町内の水・土壌・果樹等を測定します。
※詳細は、申込まれた方へ翌月初旬にご連絡いたします。
※測定結果の報告には１週間程度かかります。

▼申込み先　富岡町役場産業振興課
　　　　　　☎０１２０－３３－６４６６
　　　　　　「ゲルマの測定の件」とお伝えください。

【簡易放射能分析装置（検出限界値 約20ベクレル）】
20ベクレル以上の放射能を検出します。

※三春ベクレルセンターでの検査は、８月末日で終了しました。
※各施設で予約を受け付けております。
　申込み先へご連絡いただいた際に、希望する検査場所名称
　と「簡易検査器での放射能測定希望」とお伝えください。

受付月 測　定　日 検体受領場所

11月 12月18日（金）

富岡町保健センター
（本岡字王塚）12月 １月12日（火）

平成28年
１月 ２月12日（金）

実施施設 申込み先
富岡町役場郡山事務所

富岡町コールセンター
☎0120-33-6466

いわき支所
大玉出張所
三春出張所
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問合わせ先

○富岡町役場郡山事務所
　富岡町議会事務局
　〒963-0201
　福島県郡山市大槻町字西ノ宮48-5
　FAX 024-961-3441
○富岡町教育委員会
　〒963-8025　
　福島県郡山市桑野2丁目1-1
　FAX 024-953-6304
○復旧課・復興推進課
　〒979-1192　
　福島県双葉郡富岡町大字本岡字王塚622-1
　富岡町保健センター内
　FAX 0240-25-8254
○富岡町役場いわき支所
　〒970-8024　
　福島県いわき市平北白土字宮前８番地
　FAX 0246-88-1975
○富岡町役場三春出張所
　〒963-7719　
　福島県田村郡三春町貝山字泉沢100-1
　FAX 0247-62-0901
○富岡町役場大玉出張所
　〒969-1302　
　福島県安達郡大玉村玉井字台45-1
　FAX 0243-48-1147

※上記への連絡はコールセンター
　 ☎0120-33-6466まで 

○大玉仮設診療所
　〒969-1302  
　福島県安達郡大玉村字横堀平158-10
　 ☎　0243-48-4710  
　FAX 0243-48-4710
○ＮＰＯ法人富岡町さくらスポーツクラブ
　〒963-8025　
　福島県郡山市桑野2丁目1-1
　 ☎　024-983-5299　
　FAX 024-983-5297
○富岡町社会福祉協議会
　〒963-8041　
　福島県郡山市富田町字若宮前32
　高齢者等サポート拠点施設内
　 ☎　024-935-3345  
　FAX 024-935-3346
○おだがいさまセンター
　〒963-8041　
　福島県郡山市富田町字若宮前32
　高齢者等サポート拠点施設内
　 ☎　024-935-3332  
　FAX 024-935-3334

消防署からのお知らせ

※詳細については、お気軽にお問合せください。
自衛隊福島地方協力本部　郡山地域事務所　☎０２４－９３２－１４２４

秋の全国火災予防運動が実施されます！！

双葉消防本部公認キャラクター
「ふたばちゃん」

□全国的に火災に対して注意を呼び掛ける運動が始まった
のは1952年（昭和27年）からで、当時は「全国大火撲滅運動」
と呼ばれていましたが、翌1953年（昭和28年）からは「全国
火災予防運動」の名称が使われるようになりました。

□「全国火災予防運動」は年２回実施しています。
　春：３月１日～３月７日　　
　秋：11月９日～11月15日

ちょっと豆知識

平成27年度自衛官等募集案内
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募集種目 資　　格 受付期間
（締切日必着） 試験期日

自衛官候補生
（男子）

平成28年4月1日現在、
18歳以上27歳未満の男子

11月20日（金）
受付締切 11月28日（土）

陸上自衛隊
高等工科学校
生　徒

推薦
男子で中卒（見込含）17歳未
満の、成績優秀かつ生徒会
活動等に顕著な実績を納
め、学校長が推薦できる方

11月1日（日）～
12月4日（金）

平成28年
1月9日（土）～11日（月）
※いずれか１日を指定されます。

一般 男子で中卒（見込含）
17歳未満の方

11月1日（日）～
平成28年
１月８日（金）

１次
平成28年1月23日（土）

死
者
の
発
生
し
た
住
宅
火
災
の
原
因

（
平
成
二
十
六
年　

全
国
値
）

たばこ（146人） → 寝たばこしない！

ストーブ（110人） → 可燃物を近くに置かない！

放火（101人） → 周りに燃えやすい物を置かない！

こんろ（49人） → 離れる時は火を消す！

　秋が深まってきますと、空気が乾燥して火災が起きやすくなります。火の取り扱い
には十分注意しましょう。
　また、寒くなり暖房器具を使用する場合は、事前に点検を行いましょう。

平成27年度防火標語

無防備な 心に火災が かくれんぼ
【 消 防 署 連 絡 先 】
◇浪江消防署 0240 - 3 4 - 7 3 6 0
◇富岡消防署 0240 - 2 5 - 2 1 1 9
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お知らせ

双葉地方水道企業団からのお知らせ

水道水中における放射性物質のモニタリング結果

一部の地区における水道の使用開始（再開）について
　下記地区において水道の使用を開始（再開）しています。水道の使用開始（再開）を希望されるお客様は、
事前に企業団へお電話にてお申込みください。お客様の立会いのもと、安全を確認したうえで給水いたします。
　水道料金については、当面の間、使用水量が累積10㎥以上になったときの検針月に請求いたします。
　なお、水道メーター付近の調査及び止水作業、並びに検針業務のため、引き続きお客様の敷地内へ立ち
入らせていただく場合がありますので、ご理解とご協力のほどよろしくお願いします。

１. 測定機関　双葉地方水道企業団
２. 分析装置　ゲルマニウム半導体検出器
３. 検査頻度　毎日
４. 測定方法　緊急時におけるガンマ線スペクトル解析法【放射能測定マニュアル（文部科学省）】
５. 検査結果　以下のとおり

現在使用可能地区
大字上郡山、大字下郡山、大字仏浜及び大字小浜（JR常磐線西地区）、大字上手岡字日南郷・上千里・後田・権現山・家老沢・下千里及び
茂手木・後作・下蔵地の一部、大字本岡字本町・本町西・日向・赤木・沼名子及び王塚の一部、中央１丁目・２丁目、本町１丁目・２丁目

問 双葉地方水道企業団　〒979-0515 楢葉町大字上小塙字小山６－２　☎０２４０－２５－５３１５㈹
　 【開庁時間】８時30分～17時15分（平日）

平成27年８月29日～９月27日分（毎日採水、毎日検査）
採水場所 水　源 ヨウ素131 セシウム134 セシウム137
小山浄水場 木戸川（ダム放流水） 不検出 不検出 不検出
関根浄水場 富岡川（伏流水） 不検出 不検出 不検出

※いずれの検体も、９月27日時点で放射性物質は不検出です。
※「不検出」とは、一定の条件で測定機器が検出できる最小値（1.0Bq/kg）未満であることを示しています。
※最新の検査結果は、企業団ホームページ（http://www.f-mizu.jp）をご覧ください。

《参考》検査日現在の目標値　（単位：Bq/kg）
ヨウ素131 セシウム134 セシウム137

 食品衛生法の規定に基づく新たな基準による目標値 ー 10

※これまで暫定規制値が設定されていた放射性ヨウ素については、半減期が短く、国に平成23年７月15日以降の検出報告がないことから、
　規制の対象から除外されました。
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ぴっ すとぴっく す

寄附金・ふるさと納税寄附金をいただいた企業・個人名を掲載いたします
（平成27年８月～平成27年９月分 順不同・敬称略）

井川自転車店（東京都）　エヌオンライン有限会社 代表取締役　青木幹雄（東京都）

仙台コカ・コーラボトリング株式会社 いわき営業所（いわき市）

木元久雄（大阪府）　東和開発株式会社（東京都）　三嶋正之（岡山県）

林　武（茨城県）　タワーレコード株式会社（東京都）　高井恵美子（東京都）

NPO法人 アジアありがとう支援基金 理事長　弓場英治（兵庫県）

松浦祐一（栃木県）　髙木不二（神奈川県）　井地義智（福岡県）

町立中学校三春校スポーツ大会　猪苗代中（富一中）バドミントン部と交流

　富岡第一・第二中学校三春校のスポーツ大会が
10月２日、三春の里田園生活館で行われました。
昨年に引き続き、避難先の猪苗代中学校で活動を
続ける富岡一中バドミントン部員（ビクトリー生）
も参加。それぞれチームに分かれて、グラウンド・
ゴルフを楽しみながら交流を深めました。開会式
の中で、猪苗代中３年の広澤紫雲君が「三春校の
皆さんに会えるのを楽しみにしていました。本来
なら同じ校舎で一緒に学ぶはずの皆さんと会う機
会が少ないのは残念ですが、いいニュースを届け
られるように頑張ります」と、一緒に活動できる
喜びを話しました。
　昼食の後は三春校の体育館においてビクトリー
生によるバドミントンのデモンストレーションが
行われました。数々の大会で多くの活躍を見せる
ビクトリー生のプレー姿に、三春校の生徒からは
歓喜の声が上がりました。

互いを応援し合う姿も

交流を深めた生徒たち

義援金をいただいた企業・個人名を掲載いたします
（平成27年８月～平成27年９月分 順不同・敬称略）
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双葉地方の復興を支える
双葉警察署一部再開

復興公営住宅（大玉村営横堀平団地）
１街区鍵引渡し式

地域の営農再開のために
ふるさと生産組合が町内で稲刈り

小学生ゴルファー日本一を目指して
第10回全日本小学生ゴルフトーナメント決勝大会

　東日本大震災後、道の駅ならは（楢葉町）に臨時
庁舎を置いている双葉警察署が、10月１日に富
岡町内の本庁舎で一部機能を再開しました。
　再開式に出席した宮本町長は「本署での一部機
能再開でよりきめ細やかな対応ができることが、
地域住民の安心の大きな一歩になると確信してい
ます」と挨拶し、復興の加速化にもつながる双葉
署の再開に大きな期待を寄せました。

　10月６日、大玉村営横堀平団地集会場におい
て復興公営住宅（大玉村営横堀平団地）１街区の鍵
引渡し式が行われました。この復興公営住宅は、
大玉村のご協力をいただきながら福島県が整備し
たもので、３街区59戸整備される予定です。１
街区は平屋建て17戸で、先行して10月15日から
入居が開始されました。
　また、残り42戸については、今年中に整備が
完了する予定です。

　震災後３年目となる、ふるさと生産組合（渡邉
康男組合長）が栽培した稲の収穫作業が、９月29
日に町内下郡山原下地区の水田で行われました。
　今年は約180アールの水田６枚から「コシヒカ
リ」「天のつぶ」「こがねもち」の３品種を収穫。全
量全袋検査を受けた後、政府の備蓄米として保管
されるほか、各応急仮設住宅の餅つき会などの行
事で町民の皆さんに振る舞われます。

　町が全日本女子プロゴルフ協会との共同主催で
平成18年から開催している全日本小学生ゴルフ
トーナメント決勝大会が、10月11日に千葉カン
トリー倶楽部川間コースで開催されました。
　全国９地区の予選会を勝ち抜いた90人の小学
生ゴルファーが、日本一を目指して熱戦を繰り広
げました。

刈り入れを行う組合員

横田翼君（６年）岡田悠雅君（５年）

↑力強いショットを
　放つ選手

町立三春校の児童が務める
スタートアナウンサー→

式典後、パトロールに出発

押山利一大玉村長より鍵を受け取る白圡俊一郎さん（夜の森北）



（29）　広報とみおか

相馬市に惜敗も、終盤に見せた富岡魂　　　　　
　　　　　第９回市町村対抗福島県軟式野球大会

さくら SPORTS INFORM TIONさくら SPORTS INFORM　TION
特定非営利活動法人（NPO法人） 富岡町さくらスポーツクラブ

　

第
９
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
軟
式
野
球

大
会
一
回
戦
が
９
月
19
日
、
県
営
あ
づ
ま

球
場
で
行
わ
れ
、
富
岡
町
は
相
馬
市
と
対

戦
し
ま
し
た
。

　

試
合
は
２
回
表
に
富
岡
町
が
１
点
を
先

制
。
そ
の
後
逆
転
を
許
し
迎
え
た
最
終

回
、
ヒ
ッ
ト
で
出
塁
し
た
鴫
原
智
史
選
手

を
弟
の
鴫
原
亮
選
手
が
２
塁
打
で
返
し
１

点
差
と
す
る
も
、
後
続
が
断
た
れ
敗
退
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
県
内
外
か
ら
選
手
が
集
結
し
大

会
に
臨
ん
だ
富
岡
町
チ
ー
ム
。
試
合
に
は

敗
れ
た
も
の
の
、
諦
め
な
い
気
持
ち
の
大

切
さ
を
感
じ
さ
せ
る
素
晴
ら
し
い
プ
レ
ー

を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
若
い
力
は「
心
の
復
興
」を

支
え
る
原
動
力
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
古

里
・
富
岡
を
思
う
私
た
ち
町
民
に
、
こ
れ

か
ら
も
元
気
と
勇
気
を
届
け
て
欲
し
い
と

願
い
ま
す
。

　富岡町さくらスポーツクラブでは、９月24日
と29日、日本三景のひとつに数えられる名勝地・
松島を会場に、健康ウォーキングを開催しました。
　今回は、両日合わせて町民約250人が参加しま
したが、東日本大震災以降、初めて松島を訪れる
という方も多く、参加者の皆さんは散策コースと
健脚コースに分かれ、大自然が織りなす景観を満
喫していました。
　また、この日は島巡りの遊覧船にも乗船し、仁
王島や鐘島など、湾内に浮かぶ島々の造形美を堪
能。松尾芭蕉も句に詠んだ風光明媚な景色を楽し
んでいました。
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とみおか保健だより

診療科目：内科・外科
診療場所：大玉仮設診療所
　　　　　大玉村玉井字横堀平158-10
受付時間：午前８時30分～11時30分
　　　　　午後１時～４時

曜 日 診療科目 担当医師

月 休 診
火 休 診
水 休 診
木 内科・外科 井坂　晶
金 内　　科 堀川章仁

大玉仮設診療所診療日

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
ご
注
意
！

 

　

あ
っ
と
い
う
間
に
冬
の
足
音
が

近
づ
い
て
き
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん

は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。

　

寒
い
季
節
に
な
る
と
心
配
な
の

が
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
そ

し
て
今
回
お
話
す
る「
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
」に
よ
る
胃
腸
炎
で
す
。

　

一
度
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
で
す
が
、
一
体
ど
ん

な
ウ
イ
ル
ス
な
の
で
し
ょ
う
か
？

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
と

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
感
染
性
胃

腸
炎
の
原
因
と
な
る
ウ
イ
ル
ス

で
、
11
月
〜
２
月
に
多
く
流
行
す

る
の
が
特
徴
で
す
。

　

感
染
力
が
非
常
に
強
く
、
少
し

の
ウ
イ
ル
ス（
10
個
〜
100
個
）で
も

感
染
し
ま
す
。

　

人
の
手
指
や
食
品
に
付
い
た
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
人
の
口
の
中
に

入
る
こ
と
で
感
染
し
、
人
の
腸
の

中
で
増
え
て
吐
き
気
、
下
痢
、
腹

痛
を
お
こ
し
ま
す
。

　

感
染
す
る
と
、
症
状
が
な
く
て

も
１
週
間
ほ
ど
便
な
ど
に
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
が
排
出
さ
れ
ま
す
。
で
す

か
ら
、
感
染
し
た
人
の
便
や
お
う

吐
物
を
片
付
け
る
時
は
、
使
い
捨

て
手
袋
を
着
用
し
ま
す
。
ま
た
、

汚
れ
た
手
袋
な
ど
を
捨
て
る
時
は

ビ
ニ
ー
ル
袋
に
密
閉
す
る
こ
と
で

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
拡
散
を
防
ぐ
必

要
が
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
は
乾
燥
す
る
と
空
気

中
に
漂
い
、
そ
れ
を
吸
う
こ
と
で

感
染
す
る
か
ら
で
す
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
な
い
た
め
に

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
か
ら
自
分
た
ち

の
身
を
守
る
た
め
の
予
防
法
と
し

て
最
も
有
効
な
の
は
、「
流
水
で

石
け
ん
を
使
っ
た
手
あ
ら
い
」で

す
。
外
か
ら
帰
っ
た
時
、
食
事
の

前
、
ト
イ
レ
の
後
に「
手
あ
ら
い
」

す
る
こ
と
が
効
果
的
で
す
。
最
近

は
噴
射
式
の
ア
ル
コ
ー
ル
が
設
置

さ
れ
て
い
る
場
所
が
多
く
な
り
ま

し
た
が
、
水
が
使
え
る
場
所
で
は

「
流
水
で
石
け
ん
を
使
っ
た
手
あ

ら
い
」が
基
本
で
す
。

　

最
後
に
、
ウ
イ
ル
ス
な
ど
か
ら

身
を
守
る
た
め
の「
手
あ
ら
い
」の

方
法
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

  

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊

　
「
手
あ
ら
い
」は
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
だ
け
で
な
く
、
風
邪
や
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
予
防
に
も
効
果
的
で

す
。
外
か
ら
帰
っ
た
時
、
食
事
の

前
、
ト
イ
レ
の
後
に
、
ま
ず「
手

あ
ら
い
」を
習
慣
に
す
る
こ
と
で
、

こ
の
冬
を
元
気
に
乗
り
切
り
ま

し
ょ
う
。

第９回　「冬の感染症」

正しい手の洗い方正しい手の洗い方

石けんで洗い終わったら、十分に水で流し、
清潔なタオルやペーパータオルでよく拭き取って乾かします。

石けんで洗い終わったら、十分に水で流し、
清潔なタオルやペーパータオルでよく拭き取って乾かします。

手洗いの前に ・爪は短く切っておきましょう
・時計や指輪は外しておきましょう

流水でよく手をぬらした
後、石けんをつけ、手の
ひらをよくこすります。

手の甲をのばすようにこ
すります。

爪先・爪の間を念入り
にこすります。

指の間を洗います。 親指と手のひらをねじり
洗いします。

手首も忘れずに洗いま
す。



（31）　広報とみおか 広報とみおか　（30）



（33）　広報とみおか 広報とみおか　（32）



（35）　広報とみおか 広報とみおか　（34）



（37）　広報とみおか

No. 測定場所

H27.10.1･2･5 H27.4.9～10
除染
状況天気：晴れ 天気：晴れ～くもり

地上１ｍ 地上１cm 地上１ｍ 地上１cm

37 小浜住宅団地内公園前 1.61 4.02 2.06 3.88 除染済み

38 双葉環境センター 1.42 1.66 1.51 1.82 除染済み

39 ＮＨK電波塔入口（浜街道） 1.43 2.81 1.64 3.11 除染済み

40 深谷集会所 1.75 2.81 1.85 3.26 
41 赤坂神社前 3.97 5.16 4.00 5.00 
42 太平洋ブリーディング前 7.52 16.60 7.49 14.00 
43 みよし前交差点 7.84 16.07 8.71 16.60 
44 富岡自動車学校前 3.62 9.76 3.84 10.30 
45 リフレ富岡 2.46 3.30 2.78 3.94 
46 東洋育成園前 1.29 2.83 1.76 3.13 
47 富岡インター駐車場 2.04 3.01 2.27 3.11 
48 上手岡児童館 1.38 2.87 1.51 2.67 除染済み

49 下千里ライスセンター前 0.86 1.76 1.51 3.34 除染済み

50 舘山荘前 1.38 2.89 2.41 3.56 除染済み

51 夜の森つつみ公園 2.92 3.45 3.14 3.52 
52 総合運動場東側駐車場 2.04 3.32 3.26 4.22 除染済み

53 華の樹前 3.57 5.14 4.15 5.32 
54 宝泉寺前 1.45 2.37 1.57 2.08 除染済み

55 国道６号第二原発入口前 0.59 0.68 0.78 1.30 除染済み

56 猪狩スタンド前 0.40 0.27 0.39 0.35 除染済み

57 なべや駐車場前 0.58 1.42 0.63 1.46 
58 大東銀行富岡支店前 0.73 0.85 0.64 0.73 
59 富岡漁港 0.28 0.24 0.37 0.32 
60 サンライズイン富岡前 0.34 0.34 0.32 0.48 除染済み

61 福島富岡簡易裁判所前 1.44 2.53 1.34 2.33 
62 ヨークベニマル富岡店前 0.97 2.09 1.11 2.11 
63 今村病院前 1.80 4.78 1.92 4.75 
64 福島銀行富岡支店前 1.09 2.40 1.09 2.50 
65 龍台寺前 0.79 2.29 0.90 2.32 
66 清水団地前 0.95 2.40 1.09 2.30 
67 猪狩電気通信工業前 0.81 1.31 0.90 1.51 
68 上郡消防屯所 0.39 0.38 0.49 0.43 除染済み

69 岩井戸鉱泉 0.68 1.06 0.79 1.27 
70 富岡工業団地 0.29 0.45 0.29 0.43 除染済み

71 成沢の滝入口 0.61 1.42 0.76 1.56 
72 沼名子橋 1.06 1.94 1.43 2.19 

No. 測定場所

H27.10.1･2･5 H27.4.9～10
除染
状況天気：晴れ 天気：晴れ～くもり

地上１ｍ 地上１cm 地上１ｍ 地上１cm

１ 下千里消防屯所 0.55 0.46 0.60 0.56 除染済み

２ 上千里消防屯所 0.25 0.24 0.32 0.29 除染済み

３ 杉内消防屯所 0.40 0.38 0.60 0.53 除染済み

４ 第二工業団地入口 1.55 2.24 2.26 2.45 
５ 高津戸集会所 0.82 0.65 1.09 0.94 除染済み

６ 富岡第二中学校東側 1.19 1.80 1.32 1.82 
７ 新夜ノ森集会所 3.93 5.60 4.55 6.59 
８ 夜の森公園 1.59 4.46 2.34 4.61 
９ 松の前待避所 5.37 13.40 5.11 12.00 
10 小良ヶ浜集会所 3.56 3.60 3.60 3.35 
11 町境（小良ヶ浜地区） 2.64 5.19 5.06 5.46 
12 深谷消防屯所 3.65 3.77 3.66 3.86 
13 富岡町営野球場 0.59 0.42 0.76 0.60 除染済み

14 観陽亭前 0.72 1.34 0.79 1.37 
15 富岡合同庁舎西側 0.73 1.14 1.74 2.00 除染済み

16 富岡養護学校 1.54 3.64 2.43 5.12 
17 老人福祉センター 4.64 9.28 5.43 8.09 
18 夜ノ森駅 4.24 4.90 4.44 5.20 
19 王塚集会所 0.87 1.31 1.23 1.61 除染済み

20 諏訪神社前 0.61 0.46 0.65 0.60 
21 上本町消防屯所 0.66 0.83 0.83 1.00 除染済み

22 上本町集会所 0.46 0.37 0.54 0.53 除染済み

23 リベラルヒルズ入口 1.24 3.28 1.28 2.26 
24 赤木集会所 0.19 0.18 0.30 0.27 除染済み

25 上郡山集会所 0.33 0.31 0.36 0.34 除染済み

26 太田集会所 0.39 0.65 0.50 0.67 除染済み

27 原下消防屯所 0.26 0.24 0.29 0.24 除染済み

28 富岡駅 0.17 0.14 0.47 1.49 
29 清水消防屯所 0.43 0.37 0.51 0.42 除染済み

30 役場 0.54 0.49 0.76 0.88 除染済み

31 浄化センター 0.17 0.15 0.18 0.18 除染済み

32 毛萱集会場 0.13 0.15 0.18 0.16 
33 富岡保育所 0.37 0.46 0.52 0.46 
34 中央児童館 0.78 1.26 0.73 1.37 除染済み

35 栄町駐車場 0.59 0.43 0.63 0.45 
36 岩井戸消防屯所 0.30 0.25 0.36 0.33 除染済み

町 内 の 放 射 線 量町 内 の 放 射 線 量
富岡町が独自に実施した町内の空間線量の測定結果をお知らせします（単位：マイクロシーベルト/ｈ）
※以前の線量と比較することを目的とし、６ヵ月前の町内線量と除染済みの測定場所を示しました。

※広報とみおか10月号（平成27年10月２日発行）に掲載した６ヵ月前の線量に誤りがありました。
　正しくは、広報とみおか４月号（平成27年４月３日発行）の31ページをご覧ください。

広報とみおか　（36）

No. 測定場所

H27.10.1･2･5
除染前 除染

状況天気：晴れ

地上１ｍ 地上１cm 地上１ｍ 地上１cm

１ 本町消防屯所 0.47 0.46 2.67 2.62 

除染済み

２ 中央消防屯所 0.37 0.61 1.21 1.92 
３ 西原消防屯所 0.34 0.27 2.28 3.19 
４ 新町消防屯所 0.42 0.36 3.27 4.85 
５ 大菅消防屯所 0.93 0.97 2.71 2.88 
６ 王塚消防屯所 0.59 0.55 3.70 5.80 
７ 赤木消防屯所 0.32 0.31 0.80 0.86 
８ 大菅集会所 0.59 0.56 2.75 1.83 
９ 清水集会所 0.27 0.25 2.12 3.52 
10 下千里集会所 0.40 0.32 3.02 3.58 
11 杉内集会所 0.38 0.36 3.59 5.13 
12 本町集会所 0.39 0.28 1.60 1.05 
13 下郡山集会所 0.23 0.21 0.90 1.27 
14 西原集会所 0.23 0.21 1.93 2.51 
15 大膳原児童公園 0.18 0.22 2.04 2.68 
16 岡内中央児童公園　グラウンド 0.16 0.15 3.28 3.22 
17 岡内中央児童公園　入口付近 0.26 0.25 2.11 2.63 

No. 測定場所

H27.10.1･2･5
除染前 除染

状況天気：晴れ

地上１ｍ 地上１cm 地上１ｍ 地上１cm

18 岡内東児童公園 0.22 0.22 3.35 3.36 

除染済み

19 本町なかよし広場 0.35 0.25 2.85 2.97 
20 太田第二なかよし広場 0.20 0.16 1.41 1.58 
21 西原なかよし広場 0.32 0.28 1.83 2.71 
22 学びの森 1.15 1.24 4.18 5.59 
23 スポーツ交流館 0.39 0.42 4.35 5.74 
24 総合体育館 0.40 0.32 3.28 3.24 
25 武道館 0.65 1.20 1.26 1.24 
26 富岡第一中学校　校庭 0.11 0.10 3.23 3.42 
27 富岡第一中学校　駐車場 0.48 0.65 3.25 5.25 
28 富岡第一小学校　校庭 0.13 0.13 2.31 3.03 
29 富岡第一小学校　駐車場 0.27 0.29 1.83 2.74 
30 富岡幼稚園　校庭 0.24 0.21 2.76 3.12 
31 富岡幼稚園　駐車場 0.25 0.26 1.40 2.10 
32 総合福祉センター 0.45 0.65 1.65 2.51 
33 蛇谷須浄化センター 0.97 0.97 4.68 4.58 
34 小良ヶ浜浄化センター 0.63 0.60 5.05 8.46 

測定器：γ線用シンチレーションサーベイメーター（日立アロカメディカル社製）

　町では、小中学生と保護者を対象とした勉強
会を開催いたします。ハンドマッサージや実験
を通して、親子で楽しく勉強してみませんか。
　参加を希望される方は、下記問合せ先までご
連絡ください。

○郡山会場
　平成27年11月21日（土）　10時～12時
　富岡町役場 郡山事務所 第二会議室（別棟）
　（郡山市大槻町字西ノ宮48-5）

○いわき会場
　平成27年12月12日（土）　10時～12時
　富岡町役場 いわき支所 多目的集会施設
　（いわき市平北白土字宮前８）

問 健康福祉課 放射線健康管理係
　 ☎ ０１２０－３３－６４６６

放射線に関する勉強会のお知らせ

＊講師の先生＊
宇野　賀津子 先生
（公財）ルイ･パストゥール医学研究センター
基礎研究部 インターフェロン生体防御研究室長

角山　雄一 先生
京都大学 環境安全保健機構
放射性同位元素総合センター 生物学部門 助教
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この印刷物は、FSCⓇの基準に
従って認証され、適切に管理さ
れた森からの木材を含んだ用紙
を使用して印刷しています。

         My Photo Letter

　10月３日開催の「とみおかスポーツ
フェスタ2015 in いわき」で行われた石
森山トレッキング。
　いわき市の中央部から約３㎞のとこ
ろに位置する石森山は、今から約2000
万年前、阿武隈山地が太平洋に浮かぶ
孤島だった頃の石森海底火山の活動に
よって造形されたといわれています。
　青空が広がる絶好のトレッキング日
和となったこの日、参加者の皆さんは
秋の気配が漂う登山道で野鳥や様々な
植物とふれ合い、登り切った頂上では
いわき市周辺の山々や太平洋を望む眺
望など、360度を見渡すパノラマを堪能
していました。

いわきの秋を満喫 石森山トレッキング 写真提供：
NPO法人富岡町さくらスポーツクラブ

　東日本大震災及び原子力発電所事故
により、全国に分散避難している双葉
郡８町村の住民交流を図ることを目的
とした「ふたばワールド2015 in なら
は」が10月10日、楢葉町総合グラウン
ドで行われました。
　震災後３回目の開催となり、第１回
（広野町）から続く「一緒に創ろう…ふ
たばの明日！」をテーマに、来場した約
8,000人がステージ発表や恒例となった
「大鍋料理」などを楽しみました。
　また、JFAアカデミー福島の選手
による子供サッカー教室や読売巨人軍
OBと双葉郡の子どもたちでつくる野球
チームの親善試合も行われ、子どもか
ら大人まで楽しめるイベントとなりま
した。

双葉郡８町村がひとつに　「ふたばワールド2015 in 楢葉」開催

今月の表紙「町立富岡幼稚園　いも掘り」
爽やかな秋晴れのもと、町立富岡幼稚園の園児たちがいも
掘りを体験。自分の顔より大きいサツマイモを掘りおこし、
満面の笑顔を見せる子どもたちです。


